
Community Magazine of JA Doutou Asahi

No. 110　JA道東あさひ

も く じ

2
6
7
8
9
10
11
12
14
15
16

平成３０年根室ブラック＆ホワイトショウ 
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カナダ・アメリカ海外視察報告
アメリカのクロスブリーディング編連 載

5月13日　根室ブラック＆ホワイトショウ5月13日　根室ブラック＆ホワイトショウ5月13日　根室ブラック＆ホワイトショウ

あさひ四兄弟
長男 たいよう・次男 だいち
長女 みどり・次女 みるく
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第12回

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ク
ス
社

　

ア
メ
リ
カ
西
部 

太
平
洋
岸
に
あ

る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
フ
レ
ズ

ノ
空
港
か
ら
北
北
西
へ
約
100
マ
イ

ル
（
160
㎞
）
ほ
ど
レ
ン
タ
カ
ー
で

移
動
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
オ
ー
ク

デ
ー
ル
と
い
う
町
で
、
ク
ロ
ス
ブ

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
異
種
交
配
）
用

の
精
液
を
販
売
し
て
い
る
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

対
応
し
て
く
れ
た
マ
イ
ケ
ル
・

オ
ス
マ
ン
ソ
ン
代
表
い
わ
く
、
プ

ロ
ク
ロ
ス
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
に
フ

ラ
ン
ス
の
モ
ン
ベ
リ
ア
ー
ド
を
つ

け
、
そ
の
子
に
北
欧
の
バ
イ
キ
ン

グ
レ
ッ
ド
を
つ
け
る
乳
牛
の
３
元

交
配
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
図
１
）
の
発

祥
の
地
が
こ
こ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
あ
り
、
近
郊
450
戸
の
酪
農
家
の

う
ち
、
ト
ッ
プ
20
は
プ
ロ
ク
ロ
ス

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
精
液
の

セ
ー
ル
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
中
西
部

で
特
に
伸
び
て
お
り
、
平
成
28
年

度
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
全
土
で

前
年
比
285
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い

る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
事
前
の
調
査
で
は
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
交
雑
種
は
、
総
乳

用
牛
頭
数
の
１
割
強
（
約
90
万

頭
）
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　昨年実施した海外視察研修報告の最終回は、アメリカにおけるクロスブリ
ーディング（異種交配）による乳牛改良について紹介いたします。
　　　参加・報告者：営農部長　齋藤　哲範、営農企画事業課長　山岸　稔

第1

昨年実施した海外視察研修報告の最終回は アメリカにお

1

おけるクロスブリ

第1

おけ

マイケル・オスマンソン代表

図１．プロクロスによるヘテローシス効果※
　　　と３元交配プログラムのイメージ
※それぞれの品種の優れた部分を併せ持つこと（雑種強勢）

けるクロスブリ

第

けるクロスブ

カリフォルニア州と
オークデールの位置
カリフォルニア州と
オークデールの位置
カリフォルニア州と
オークデールの位置

クリエイティブ・ジェネティクス社c　Google

モンベリアード×ホルスタイン

バイキングレッド×プロクロス第１世代

ホルスタイン×プロクロス第２世代

モンベリアード×プロクロス第３世代

プロクロス第４世代

56.25％ モンベリアード
31.25％ ホルスタイン
12.5％ バイキングレッド
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マ
イ
ケ
ル
氏
の
遺
伝
学
的
私
見

　

自
身
は
博
士
号
を
持
た
な
い
が
、

現
場
出
身
の
遺
伝
学
者
を
自
負
し

て
お
り
、
乳
牛
に
関
す
る
以
下
の

よ
う
な
遺
伝
学
的
私
見
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

①
乳
牛
の
重
心
は
、
も
と
も
と
前 

　

が
60
％
、
後
が
40
％
で
あ
っ
た

　

が
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
改
良
に

　

よ
り
バ
ラ
ン
ス
が
逆
転
し
て
し

　

ま
い
、
前
が
40
％
、
後
が
60
％

　

と
な
っ
た
こ
と
で
重
心
が
後
ろ

　

に
移
り
、
背
線
が
ま
っ
す
ぐ
に

　

な
っ
た
結
果
、
骨
盤
の
形
状
が

　

変
わ
り
難
産
の
原
因
と
な
っ
た
。

②
蹄
へ
の
負
担
も
重
心
の
変
化
と

　

共
に
蹄
の
後
ろ
に
移
っ
た
結
果
、

　

蹄
病
が
増
え
た
。

③
本
来
は
肩
（
前
駆
）
が
開
い
て

　

い
た
の
に
、
改
良
に
よ
り
狭
く

　

し
た
の
で
胸
腔
が
小
さ
く
な
り
、

　

そ
の
結
果
、
心
肺
機
能
が
落
ち

　

て
き
た
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ

　

に
対
し
て
、
プ
ロ
ク
ロ
ス
の
実

　

施
に
よ
り
、「
肩
を
下
げ
、
骨
盤

　

の
形
も
仔
牛
を
分
娩
し
や
す
い

　

体
型
と
な
る
。
特
に
、
モ
ン
ベ

　

リ
ア
ー
ド
は
重
心
や
体
型
の
問

　

題
解
決
効
果
が
高
い
」
と
の
こ

　

と
。
プ
ロ
ク
ロ
ス
の
乳
牛
を
解

　

剖
す
る
と
、「
心
臓
や
肺
の
体
積

　

が
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
よ
り
も
20

　

％
大
き
い
」
と
の
説
明
が
あ
り

　

ま
し
た
。

実
施
ま
で
の
経
緯

　

マ
イ
ケ
ル
氏
の
先
祖
は
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
出
身
で
１
８
８
０
年
代
に

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
同
氏
の
生
ま
れ
は
ア
メ
リ

カ
中
西
部
。
人
工
授
精
師
を
や
っ

て
い
た
が
、
１
９
９
４
年
に
酪
農

家
か
ら
「
受
胎
率
が
下
が
っ
て
い

る
、
流
産
率
が
上
が
っ
て
い
る
、

生
存
率
が
下
が
っ
て
い
る
、
ど
う

に
か
な
ら
な
い
か
」
と
の
問
題
提

起
が
あ
り
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
課

題
と
考
え
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ブ
ラ

ウ
ン
ス
イ
ス
他
５
品
種
の
交
雑
を

試
し
、
ホ
ル
・
モ
ン
ベ
リ
ア
ー

ド
・
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
の
３
元

交
配
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も

良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ク
ロ

ス
と
し
て
確
立
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

実
家
は
中
西
部
の
養
豚
家
で
、

小
さ
い
頃
か
ら
父
が
豚
の
３
元
交

配
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
ヒ
ン
ト

と
な
り
、
酪
農
家
に
理
解
し
て
も

ら
う
の
に
、
小
さ
い
鶏
に
大
き
な

鶏
を
付
け
て
、
生
ま
れ
た
鶏
を
見

て
も
ら
う
取
組
み
も
実
施
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

プ
ロ
ク
ロ
ス
の
効
果

　

マ
イ
ケ
ル
氏
か
ら
次
の
よ
う
な

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
疾
病
牛
の
減
少

治
療
牛
の
減
少
、
治
療
期
間
の
短

縮
。
四
変
の
発
症
も
少
な
く
な

る
。

②
死
廃
の
ロ
ス
、
損
失
が
少
な
い

ホ
ル
の
死
産
割
合
は
10
％
前
後
に

対
し
、
１
％
以
下
。
生
後
60
日
以

内
の
死
廃
率
は
ホ
ル
で
５
％
だ

が
、
プ
ロ
ク
ロ
ス
は
１
％
以
下
。

③
受
胎
率
の
向
上

受
胎
率
が
３
〜
８
％
高
い
。
精
液

の
本
数
が
１
本
少
な
く
て
済
む
。

④
平
均
産
次
数
：
4.6
産

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ホ
ル
平
均
は

1.98
産

⑤
雄
牛
の
肉
質

雄
仔
牛
は
、
ア
ン
ガ
ス
と
似
た
肉

質
。
15
ヶ
月
で
出
荷
で
き
、
価
格

も
良
い
。

⑥
飼
料
効
率
が
良
い

食
べ
る
量
は
少
な
く
生
産
は
多

い
。
モ
ン
ベ
リ
ア
ー
ド
は
飼
料
効

率
が
良
く
、
ホ
ル
と
同
じ
飼
料
だ

と
太
る
た
め
、
栄
養
濃
度
を
落
と

し
た
飼
料
設
計
が
必
要
。

⑦
乳
量
も
低
く
な
い

平
均
の
年
間
乳
量
約
１
２
，
７
０

０
㎏
。

マイケル氏直筆の乳牛の重心バランスの絵
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⑧
体
細
胞
数
が
10
万
以
下
（
４

３
，
０
０
０
頭
の
平
均
）

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
近
郊
の
ホ
ル
平

均
が
26
〜
28
万
。

⑨
乳
成
分
も
低
く
な
い

脂
肪
4.0
〜
4.5
％
、
タ
ン
パ
ク
3.3
〜

3.7
％
、
カ
ゼ
イ
ン
が
高
い
。
７
割

が
Ａ
２
ミ
ル
ク※
で
乳
価
も
高

い
。

※

牛
乳
の
タ
ン
パ
ク
質
の
80
％
を
構
成

す
る
カ
ゼ
イ
ン
タ
ン
パ
ク
質
で
、
主
な

カ
ゼ
イ
ン
は
ベ
ー
タ
カ
ゼ
イ
ン
だ
が
、

Ａ
１
ミ
ル
ク
に
な
る
一
般
的
な
ベ
ー
タ

カ
ゼ
イ
ン
Ａ
１
に
対
し
、
ベ
ー
タ
カ
ゼ

イ
ン
Ａ
２
を
多
く
含
む
ミ
ル
ク
を
Ａ
２

ミ
ル
ク
と
い
う
。
そ
し
て
、
国
の
見
解

は
な
い
が
、
Ａ
２
ミ
ル
ク
は
、
お
腹
を

こ
わ
し
に
く
い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
で

も
飲
め
る
な
ど
の
情
報
（
未
確
認
）
が

あ
り
、
Ｎ
Ｚ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
Ａ
１

ミ
ル
ク
よ
り
価
格
も
高
い
。

実
施
に
あ
た
っ
て

①
交
配
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実
施
し

　

て
い
な
い
が
、（
管
理
形
質
の
高

　

い
）
品
種
が
自
分
の
特
徴
を
生

　

か
し
て
く
れ
る
。
種
は
農
家
が

　

選
ぶ
と
い
う
よ
り
、
ク
リ
エ
イ

　

テ
ィ
ブ
・
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
が

　

選
ん
で
提
案
し
て
い
る
。

②
輸
入
精
液
で
行
っ
て
お
り
、
受

　

精
卵
で
は
な
い
。
利
用
す
る
乳

　

牛
は
、
ト
ッ
プ
ブ
ル
を
使
っ
て

　

い
る
。

③
種
は
、
ゲ
ノ
ム
と
後
代
検
定
し

　

た
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
後

　

代
検
定
の
方
が
良
い
印
象
。
ゲ

　

ノ
ム
は
、
良
い
も
の
も
あ
る
が

　

差
が
あ
る
。
後
代
検
定
で
は
そ

　

の
よ
う
な
差
が
少
な
い
。

④
プ
ロ
ク
ロ
ス
は
、
農
家
が
や
っ

　

て
み
た
い
な
ら
100
％
実
施
す
る

　

こ
と
を
勧
め
る
。
や
る
と
決
め

　

て
や
っ
た
人
が
残
り
、
一
部
だ

　

け
試
し
に
や
っ
た
人
は
や
め
て

　

い
る
。
理
由
は
、
ク
ロ
ス
ブ
リ

　

ー
デ
ィ
ン
グ
を
始
め
る
と
次
か

　

ら
次
へ
と
人
が
来
て
あ
れ
こ
れ

　

と
言
っ
て
く
る
し
、
飼
料
効
果

　

の
違
い
か
ら
か
中
途
半
端
に
や

　

る
と
追
跡
が
出
来
な
く
な
る
た

　

め
、
大
な
り
小
な
り
の
牛
が
出

　

て
く
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

　

た
。

　

最
後
に
、
毎
年
２
月
の
２
〜
３

週
目
（
フ
ァ
ー
ム
シ
ョ
ー
の
後
）

に
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
や
る
の
で

来
て
み
た
ら
ど
う
か
。
世
界
各
国

（
35
か
国
）
か
ら
60
〜
250
人
ほ
ど

が
来
て
、
酪
農
家
を
３
〜
４
軒
ま

わ
り
色
々
話
を
し
、
夜
に
は
デ
ィ

ナ
ー
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

プ
ロ
ク
ロ
ス
の
実
施
農
場

ヒ
ル
マ
ン
・
フ
ァ
ー
ム

　

対
応
し
た
カ
ー
ト
氏
に
よ
る

と
、
家
族
経
営
で
父
と
妻
と
運
営

し
て
い
る
１
，
６
０
０
頭
規
模
の

農
場
で
、
７
群
に
分
け
て
飼
養
し

20
頭
ダ
ブ
ル
の
パ
ー
ラ
ー
で
１
，

２
０
０
頭
を
搾
乳
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

プ
ロ
ク
ロ
ス
に
つ
い
て
は
１
９

９
８
年
よ
り
実
施
し
、
現
在
は
全

頭
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
導
入
以

前
は
ピ
ュ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
ジ

ャ
ー
ジ
ー
を
飼
養
し
て
い
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

ヒルマンファームのカート氏

プロクロス実施牛

飼育牛・乳質データ
◎乳量38.05kg　脂肪3.9%　
　タンパク3.4%　体細胞14万
◎四変は過去3年で2回、乳熱は2か
　月に0～1頭、分娩介助は無し。
　分娩間隔12.3ヵ月。
◎受胎率44%（性判別精液含）、初回
　授精で36%、初産のみ性判別精液
　で60%、平均産次数は約4産
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効
果
を
感
じ
る
ま
で

　

プ
ロ
ク
ロ
ス
の
実
施
に
つ
い
て

は
「
効
果
を
感
じ
る
ま
で
数
年
か

か
っ
た
が
、
蹄
や
肢
が
良
く
な
っ

た
。
潰
瘍
が
少
な
く
な
っ
た
。
バ

イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
が
入
っ
た
牛
の

黒
い
蹄
は
、
特
に
蹄
病
に
強
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

カ
ー
ト
氏
に
よ
る
と
、「
当
初
は

多
少
乳
量
が
減
っ
て
も
１
産
で
も

長
く
生
き
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
乳
量
は

減
ら
ず
、
子
牛
が
た
く
さ
ん
と
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ミ
ネ
ソ

タ
大
学
に
よ
る
プ
ロ
ク
ロ
ス
の
リ

サ
ー
チ
が
よ
く
、
効
果
を
実
証
し

て
く
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

プ
ロ
ク
ロ
ス
で
得
ら
れ
る
も
の

　

自
信
を
も
っ
て
プ
ロ
ク
ロ
ス
を

勧
め
ら
れ
る
か
の
問
い
に
対
し
て
、

「
も
は
や
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
に
変
え

る
こ
と
は
な
い
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

は
乳
量
が
素
晴
ら
し
い
が
、
バ
イ

キ
ン
グ
レ
ッ
ド
は
、
乳
房
の
形
が

美
し
く
、
モ
ン
ベ
リ
ア
ー
ド
は
強

さ
が
得
ら
れ
る
。
乳
量
を
減
ら
す

こ
と
な
く
、
ク
ロ
ス
に
よ
り
多
く

の
こ
と
を
得
ら
れ
る
」
と
の
答
え

が
あ
り
ま
し
た
。

　

飼
料
給
与
に
つ
い
て
は
、「
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
と
モ
ン
ベ
リ
ア
ー
ド
の

ク
ロ
ス
の
際
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と

同
様
の
栄
養
濃
度
だ
と
、
種
が
止

ま
り
づ
ら
く
太
る
傾
向
が
あ
る
。

モ
ン
ベ
リ
ア
ー
ド
は
飼
料
効
果
が

良
い
の
で
、
栄
養
濃
度
を
落
と

し
、
粗
飼
料
を
25
％
増
や
す
こ
と

で
問
題
が
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で

も
乳
量
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
ク
ロ
ス
の
牛
を
見
る

と
、
乳
房
底
面
の
高
さ
が
あ
り
、

搾
り
や
す
そ
う
な
印
象
を
持
ち
ま

し
た
。
も
っ
と
も
、
肢
は
や
や
ご

つ
い
印
象
も
あ
り
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

導
入
に
向
け
た
検
討
課
題

　

最
後
に
、
現
在
根
室
管
内
に
お

い
て
も
、
ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
導
入
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

組
み
が
動
き
出
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
紹
介
し
た
よ
う
な
プ
ロ

ク
ロ
ス
の
効
果
が
北
海
道
に
お
い

て
も
同
様
と
な
る
の
か
、
雄
牛
が

生
ま
れ
た
場
合
の
対
応
、
バ
イ
キ

ン
グ
レ
ッ
ド
の
輸
入
に
つ
い
て
ま

だ
調
整
中
で
あ
る
こ
と
、
異
種
交

配
の
た
め
登
録
が
で
き
ず
ゲ
ノ
ム

（
遺
伝
）
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
な
ど
検

討
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本

の
酪
農
家
に
と
っ
て
、
乳
牛
の
生

涯
生
産
性
を
高
め
て
い
く
上
で
の

選
択
肢
と
な
り
う
る
の
か
、
し
っ

か
り
と
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

20頭ダブルのパーラー

乳房底面の高さがあり、搾りやすそうな印象
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　５月13日、中標津町ホクレン

根室地区家畜市場で根室ホルス

タイン改良協議会主催による平

成30年根室ブラック＆ホワイト

ショウが開催されました。審査

員に鶴居村の酪農家 瀧澤一成氏

を迎え、当同志会からは17戸27

頭（別海支部８戸12頭、西春別

支部４戸４頭、根室支部５戸11

頭）の出品があり、総頭数59頭

が体型や資質を競い合いました。

　別海支部の安部克寿氏出品の

マウントエース マツカチエン 

アイオン号がグランドチャンピ

オン及びインターミディエイト

チャンピオンを獲得したほか、

根室支部の中川佳代氏出品のセ

ンターランド　チヤンプロウ

アツトウツド号がリザーブグラ

ンドチャンピオン及びリザーブ

インターミディエイトチャンピ

オンに輝きました。また、当同

志会からの出品牛がチャンピオ

ンを全て独占するなど大健闘し

ました。出品者の皆様、本当に

お疲れ様でした。

平成30年根室ブラック＆ホワイトショウ
道東あさひ乳牛改良同志会がチャンピオンを独占！

平成30年根室ブラック＆ホワイトショウ
道東あさひ乳牛改良同志会がチャンピオンを独占！

グランドチャンピオン
別海支部　安部　克寿 氏  出品

マウントエース　 マツカチエン　アイオン 号

リザーブグランドチャンピオン
根室支部　中川　佳代 氏  出品

センターランド　チヤンプロウ　アツドウツド 号
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チャンピオン及び１位入賞牛 【BU】ベストアダー

第2回理事会報告　平成30年5月11日開催
議案第１号　　「独立監査人の監査報告書」及び「監事の監査
　　　　　　　報告書」について
議案第２号　　決算関係書類の承認について
議案第３号　　平成30年度各支所の乳牛共進会等の開催日程と
　　　　　　　予算について

協議事項１　　第９回通常総会議事運営について
 
報告事項１　　第９回通常総会表彰者について
報告事項２　　平成30年度新規就農者激励状贈呈事業対象者に
　　　　　　　ついて
報告事項３　　平成29年度乳検事業概要について

第3回理事会報告　平成30年5月28日開催
議案第１号　　北海道常例検査結果指摘事項に対する改善状況
　　　　　　　等の報告について
議案第２号　　規程類の一部改正について
議案第３号　　平成29年度行政庁業務報告書の提出について
議案第４号　　回転出資金の振り向けについて
議案第５号　　不良債権の処理方針について
議案第６号　　理事者に対する農業経営基盤強化資金の借入と
　　　　　　　貸付について
議案第７号　　新規就農者に対する青年等就農資金（信連委託
　　　　　　　貸）の取扱いについて
議案第８号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金の借
　　　　　　　入と貸付について
議案第９号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金（Ｈ
　　　　　　　方式）の事務取扱について
議案第10号　　平成30年度矢臼別演習場周辺農業用施設（農業
　　　　　　　機械）設置助成事業の実施及び入札指名業者の
　　　　　　　選考について
議案第11号　　平成30年度矢臼別演習場周辺農業用施設（農業
　　　　　　　機械）設置助成事業に係る入札予定価格範囲の
　　　　　　　設定について
議案第12号　　キャトルセンター管理者住宅建設における随契
　　　　　　　約による請負工事発注について
議案第13号　　北海道酪農体質強化対策事業に係る平成29年度
　　　　　　　実績と平成30年度計画について
議案第14号　　平成30年度産・酪農生産力強化対策事業（繁殖
　　　　　　　性等向上対策のうち肉用牛の繁殖性システム構
　　　　　　　築）に係る事業の取扱について
議案第15号　　平成30年度畜産・酪農生産力強化対策事業（繁
　　　　　　　殖性等向上対策のうち効率的な生産体系の確立
　　　　　　　に向けた技術支援）に係る事業の取り扱いにつ
　　　　　　　いて

協議事項１　　大型経営育成対策会議に係る整理内容について
協議事項２　　ＪＡ道東あさひ組織討議内容報告について

報告事項１　　平成29年度監事監査の取りまとめについて
報告事項２　　地区懇談会の意見集約について
報告事項３　　貸借対照表及び損益計算書（４月末）について
報告事項４　　組合員の動向（４月末）
報告事項５　　平成29年度末基準ＪＡ財務モニタリングについて
報告事項６　　平成29年度末基準体制モニタリングについて
報告事項７　　融資審査会の結果について
報告事項８　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会
　　　　　　　承認案件の処理状況について
報告事項９　　総体的なリスク量管理について
報告事項10　　特定組合員実績（４月末）について
報告事項11　　別海支所「2018ＪＡふれあいまつり」の開催
　　　　　　　について
報告事項12　　大型経営育成対策会議結果について
報告事項13　　平成31年度実施　畜産・酪農収益力強化整備等
　　　　　　　特別対策事業（施設整備事業）に係る要望調査
　　　　　　　結果について
報告事項14　　平成30年度酪農経営体生産性緊急対策事業（楽
　　　　　　　酪事業）及び平成30年度酪農労働力省力化推進
　　　　　　　施設等緊急整備対策事業（楽酪ＧＯ事業）の要
　　　　　　　望調査結果について
報告事項15　　平成30年度矢臼別演習場周辺地区施肥業務の入
　　　　　　　札結果について
報告事項16　　販売事業実績（４月末）について
報告事項17　　購買事業実績（４月末）について
報告事項18　　行事予定について
報告事項19　　第９回通常総会議事運営に係る一部変更につい
　　　　　　　て

部

１部

２部

４部

８部

９部

10部

11部

12部

13部

成　績

１位

１位

１位

１位(BU)

１位(BU)

１位(BU)

１位(BU)

１位(BU)

１位(BU)

支　部

根　室

別　海

別　海

根　室

別　海

根　室

別　海

別　海

根　室

出 品 者

佐久間　俊 氏

菊地　正明 氏

菊地　正明 氏

㈲ 武 隈 牧 場

安部　克寿 氏

中川　佳代 氏

㈱Diary Holsteins

安部　克寿 氏

中川　　勉 氏

チャンピオン

リザーブジュニアチャンピオン

ジュニアチャンピオン

シニアチャンピオン

リザーブシニアチャンピオン

グランドチャンピオン
インターミディエイトチャンピオン
リザーブグランドチャンピオン
リザーブインターミディエイトチャンピオン

　　　　　名　　　　号

マツクスデーリー　BC　リコライズ　ET

バロンドール　ヒンペル　ドリーム

バロンドール　サンピラー

エクセルランド　ポーテージ　プリンセス　バツクドア

マウントエース　マツカチエン　アイオン

センターランド　チヤンプロウ　アツドウツド

ダイアリー　バーク　ゴールド　カプリ

マウントエース　アメージング　ジヨイ

センターランド　チヤンプ　ウツト
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サイレージの二次発酵に注意を！
　

乳
牛
の
暑
熱
対
策
が
必
要
な

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
気
温
の

上
昇
は
乳
牛
に
は
も
ち
ろ
ん
、

サ
イ
レ
ー
ジ
に
も
影
響
を
お
よ

ぼ
し
ま
す
。
特
に
気
温
上
昇
は

サ
イ
レ
ー
ジ
の
二
次
発
酵
を
助

長
し
ま
す
。
今
回
は
サ
イ
レ
ー

ジ
の
二
次
発
酵
防
止
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

１
、二
次
発
酵
に
よ
る
サ
イ
レ
ー

　
　
ジ
の
変
化
と
乳
牛
へ
の
影
響

①
サ
イ
レ
ー
ジ
の
変
化

　

サ
イ
レ
ー
ジ
の
二
次
発
酵
と

は
、
開
封
後
、
サ
イ
レ
ー
ジ
に

付
着
し
て
い
る
酵
母
や
カ
ビ
、

好
気
性
細
菌
な
ど
が
空
気
に
触

れ
、
サ
イ
レ
ー
ジ
中
の
糖
や
乳

酸
を
消
費
し
て
熱
を
持
つ
こ
と

で
す
。

　

二
次
発
酵
を
起
こ
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
サ
イ
レ
ー
ジ
自
体
の

栄
養
成
分
の
減
少
や
、
消
化
率

が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

②
乳
牛
へ
の
影
響

　

二
次
発
酵
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ

を
給
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

乳
牛
の
栄
養
不
足
や
乾
物
摂
取

量
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
影
響
で
採

食
量
が
低
下
し
て
し
ま
う
、
二

次
発
酵
サ
イ
レ
ー
ジ
を
採
食
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
栄
養
不

足
に
陥
り
、
生
乳
生
産
性
の
低

下
や
繁
殖
成
績
の
悪
化
、
乾
乳

牛
の
場
合
は
周
産
期
疾
病
を
招

き
ま
す
。
ま
た
、
カ
ビ
が
発
生

し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
を
乳
牛
が
採

食
す
る
と
、
カ
ビ
毒
に
よ
る
流

産
や
受
胎
率
低
下
な
ど
に
つ
な

が
り
ま
す
。

２
、二
次
発
酵
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
を
給
与

で
き
る
よ
う
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出
し
方
法

　

サ
イ
レ
ー
ジ
を
サ
イ
ロ
上
部

か
ら
崩
す
よ
う
に
取
り
出
し
ま

し
ょ
う（
写
真
１
）。

　

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
の
バ
ケ
ッ

ト
等
で
サ
イ
レ
ー
ジ
を
下
か
ら

す
く
い
上
げ
る
よ
う
に
取
り
出

す
と
、
内
部
ま
で
空
気
が
入
り

こ
み
、
二
次
発
酵
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
（
図
１
）。

②
サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出
し
量

　

サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出
し
は

１
日
で
奥
行
き
30
㎝
以
上
の
サ

イ
ロ
１
面
を
取
り
出
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ

う
。
サ
イ
ロ

幅
が
広
く
、

奥
行
き
30
㎝

以
上
の
１
面

を
１
日
で
取

り
出
せ
な
い

と
、
空
気
に

ふ
れ
て
い
る

時
間
が
長
く

な
り
、
サ
イ

レ
ー
ジ
が
二
次
発
酵
し
て
し
ま

い
ま
す
。
も
し
バ
ン
カ
ー
サ
イ

ロ
の
幅
が
広
い
場
合
、
サ
イ

レ
ー
ジ
の
詰
め
込
み
高
さ
を
低

く
抑
え
た
り
、
夏
専
用
の
小
さ

い
ス
タ
ッ
ク
サ
イ
ロ
を
作
る
の

も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
（
写
真

２
）。

③
サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出
し
向
き

　

夏
場
の
取
り
出
し
は
直
射
日

光
が
サ
イ
レ
ー
ジ
取
り
出
し
面

に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
、
北
口

か
ら
取
り
出
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
取
り
出
し
面
に
直
射

日
光
が
当
た
っ
て
し
ま
う
場
合
、

シ
ー
ト
を
垂
ら
し
て
サ
イ
レ
ー

ジ
表
面
に
日
光
が
当
た
る
の
を

防
ぎ
ま
す（
写
真
３
）。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

忙
し
い
季
節
と
な
り
ま
す
が
、

農
作
業
事
故
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

写真２　夏専用の小さいスタックサイロ

写真３　シートを垂らして
　　　　日光を防ぐ

写真１　上から削り落とす

図１　下からすくい上げた取り出しは
　　　空気が内部に入ってしまう



9

メドウフォックスだらけになってしまった草地を更新するために
根釧農業試験場　乳牛グループ　井内　浩幸

　５月中旬ぐらいから、チモシーと似た出穂茎を見せ始めるメドウフォックステイル（以下ＭＦ

Ｔ）は通称「黒穂」と呼ばれ、道東あさひエリア内の多くの草地で確認されています。この草は通

常の１番草収穫時期では栄養価は低いものとなってしまいます。増えた場合、草地更新を考える場

面も生じるかと思われます。ＭＦＴが増えた草地を更新する方法について、農家の協力をいただき

実証試験を行いましたのでその結果をお知らせいたします。

　ＭＦＴにのみ効果のある除草剤はありませんので、グリホサート系除草剤を上手く使うことによ

り、ＭＦＴを駆除する方法を検討しました。ＭＦＴが増える原因は、毎年自然に生産される種子で

あり、その拡散は通常の牧草収穫作業で行われます。これらの種子への対策こそが更新作業のカギ

となります。

　更新する草地にグリホサート系除草剤を散布し、枯殺を確認後、播種床造成を行い、土壌中にあ

るＭＦＴの種子および他の雑草種子の発芽・生育を待って、グリホサート系除草剤を再び散布し、

施肥・播種・鎮圧を行う播種前（播種床）処理が必須であることがわかりました。

　下記に今回の作業スケジュールを示しました。

　下の写真は更新前後の草地の様子です。とりあえず更新翌年春にはＭＦＴは見られませんでした。

調査を継続し、処理の効果がどれぐらい持続するのか確認する予定です。

　使用する薬剤等についてはＪＡや普及センターにお問い合わせ下さい。

更新前　2016/5/25 更新後　2017/5/19

8月下旬 9月下旬 10月上旬 5月中旬 8月下旬

2番草収穫 グリホサート系
除草剤散布　　

耕　起 砕土・鎮圧 グリホサート系
除草剤散布　　
施肥･播種･鎮圧

再生 枯殺 越冬 雑草発生
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●【経営科】プロジェクト計画発表会
　４月27日（金）に、今年度のプロジェクト活動の計
画について審議する「プロジェクト計画発表会」がお
こなわれました。この計画発表会は、先輩の築いてき
た伝統的なプロジェクト学習活動に加え、今日的な要
素としてプレゼンテー
ションをとおして説明
する力、計画的に準備
を進める力、内容をよ
りよくするための意見
交換や質疑応答を内容
の中に盛り込んでいま
す。
　現在、畑作園芸専攻
班、飼料作物専攻班、
資源循環専攻班、乳製
品加工専攻班の４班が
それぞれのプロジェク
ト活動を実施しており、
生徒の積極的な質疑と
意見交換がおこなわれ
ました。１年生も聴講するとともに物怖じすることな
く先輩に研究内容についての質疑をするなど、充実し
た計画発表会となりました。
　今後、各専攻班ともに研究を進め、冬には成果をま
とめてプロジェクト実績発表大会を実施します。

●【経営科】校内意見発表大会
　５月８日（火）に本校
体育館にて校内意見発表
大会を実施しました。
　４月中旬に各学年のク
ラス内意見発表大会で選
出された代表生徒９名が、
本校体育館のステージに
て自分の意見発表をおこ
ないました。外部審査員
を含む５名の審査員の厳
正な審査のもと選出され
た代表生徒は、６月22
日に更別にておこなわれ
る東北海道学校農業クラ
ブ連盟意見発表大会に出場します。今回実施した校内
意見発表大会の最優秀者は下記のとおりです。

　分野Ⅰ類「生産・流通・経営に関わる発表」
　　最優秀賞「おいしい牛乳はよい飼料から」
　　酪農経営科　２年　守屋　由真
　分野Ⅱ類「開発・保全・創造に関わる発表」
　　最優秀賞「笑顔のあふれるカフェ経営」
　　酪農経営科　３年　芳賀　奈月
　分野Ⅲ類「ヒューマンサービスに関わる発表」
　　最優秀賞「別海ＰＲ改革」
　　酪農経営科　３年　瀬下　めい
　上記３名は、それぞれの想いを東北海道大会本番の
ステージで出せるように、現在、日々の練習を積み重
ねています。

●専攻科【酪農機械・施設学】
　５月８日（火）～10日（木）の３日間、外部講師を
お招きして「酪農機械・施設学」の講義を実施しまし
た。この授業は、搾乳に関する手法や生理、ミルカー
システムの構造、また農作業事故が発生した時の対応
についての知識を身につける授業です。
【１日目】午前の部は乳牛の快適性と飼養施設につい
て、根室農業改良普及センター地域第一係長　齋藤
太香詞様より、乳牛の飼養施設の違いによって快適性
にどのような影響があるのか、牛の生態を踏まえてよ
り詳しくご講義いただきました。午後からは、最新の
ミルカーシステムの種類と特徴、適切なメンテナン
ス・洗浄方法につい
て、北海道オリオン
株式会社別海営業所
所長　中谷　泰久様、
クリーン化学工業株
式会社（恵庭市）吉
田　憲司様より詳し
くご講義いただきま
した。
【２日目】午前の部は現場での指導を踏まえた搾乳生
理と搾乳手法について、根室農業改良普及センター主
査　内田　幸司様より、また午後からは最も基本的な
搾乳の正しい手順、乳汁排出のメカニズム、そして、
研修牧場の役割について別海町酪農研修牧場　吉田
達夫場長より、具体的にご講義いただきました。
【３日目】救急救命講習（ＡＥD講習）や薬品作業中
の事故対応と薬品の特徴について、別海消防署　眞嶋
剛様よりご講義いただきました。
　３日間の講義をとおして、学生からは「搾乳に関す
る知識やミルカーシステムの仕組み、洗浄方法など、
様々な立場の方から学ぶことで、より深く理解でき
た」「いざという時にAED講習を思い出してすぐに動
けるようにしたい」という感想がありました。
　講義にご協力くださいました講師の先生方に、この
場をお借りして御礼申し上げます。

意見発表会のようす

計画発表会の様子

薬品および洗浄実験の様子



11

地
域
経
済
・
地
域
社
会
を
支
え
る
農
業
と
総
合
農
協

〔地域農研のホームページにアクセスすれば各種情報が閲覧できます〕
１．アドレス　　　　　http://www.chiikinouken.or.jp
２．書誌データベース　http://www.chiikinouken.or.jp/zousyosearch/
３．閲覧可能書誌　　　機関誌「地域と農業」、地域農業研究年報、研究叢書、学術叢書、研究報告書

北海道地域農業研究所だよ北海道地域農業研究所だより北海道地域農業研究所だより

 

自
己
紹
介

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
こ
の
4
月
か
ら
い
わ
ゆ
る

「
減
反
政
策
」
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
変
わ
る
一
つ
目
は
、

国
の
役
割
を
需
給
見
通
し
等
の
情
報
提
供
に
と
ど
め
、
こ
れ
ま

で
担
っ
て
き
た
数
量
目
標
の
設
定
か
ら
手
を
引
く
こ
と
で
す
。

代
わ
っ
て
目
標
を
設
定
す
る
の
は
地
域
の
農
業
再
生
協
議
会
な

ど
と
な
り
ま
す
。
二
つ
目
は
平
成
25
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
米
の

直
接
支
払
い
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
今
後
、
ど
の
よ

う
な
態
勢
や
構
え
で
い
わ
ゆ
る
「
減
反
」
に
臨
ん
で
い
く
か
、

各
地
で
活
発
な
議
論
、
模
索
が
続
い
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

地
域
農
研
で
は
北
農
五
連
の
委
託
を
受
け
、「
平
成
30
年
産

以
降
の
水
田
農
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
」
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
当
調
査
研
究
で
は
、
ま
ず
、
道
内
の
代
表
的

水
田
農
業
地
域
の
生
産
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
次
い
で

上
川
・
空
知
の
大
規
模
稲
作
経
営
を
対
象
に
規
模
拡
大
と
収
益

変
化
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
三
つ
目

に
「
過
剰
」
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
米
市
場
の
中
に
あ
っ
て
、
Ｊ

Ａ
は
如
何
な
る
販
売
戦
略
を
と
る
べ
き
な
の
か
、
検
討
し
ま
し

た
。

　

検
討
に
よ
れ
ば
、
一
つ
目
に
今
後
と
も
水
稲
供
給
力
を
確
実

に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
目
安
の
設
定
に
あ
た
っ
て
「
現

場
の
水
稲
作
付
け
意
向
に
十
分
配
慮
」
す
る
と
と
も
に
作
付
実

績
を
勘
案
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
二
つ
目
に
、
今
後
「
高
齢
化
・
後
継
者
な
し
」
で
の
離

農
と
そ
の
対
局
で
の
規
模
拡
大
の
急
進
展
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
規
模
拡
大
農
家
で
の
労
働
力
不
足
、
特
に
播
種
期
の
大
量

の
臨
時
雇
用
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
そ
れ
へ
の
対
応
・
確
保

が
重
要
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
直
播
や
疎
植

な
ど
の
省
力
栽
培
技
術
の
確
立
へ
向
け
た
取
組
み
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
田

植
機
の
導
入
な
ど
へ
の
支
援
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
に
、
家
庭
向
け
の
過
剰
と
業
務
用
の
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
で
、
需
給
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
業
務
用
へ
の
一
定

量
の
仕
向
け
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
現
行
の
品
種
や
栽
培
技
術

な
ど
で
は
、
そ
れ
は
難
し
く
、
今
後
、
多
収
品
種
の
導
入
・
開

発
や
栽
培
技
術
・
栽
培
体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
調
査
研
究
は
同
名
の
報
告
書
と
し
て
昨
年
12

月
に
刊
行
さ
れ
、
地
域
農
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
一
読
下
さ
い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
会
員
で
あ
れ
ば
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
農
研
の
伊
藤
則
明
で
す
。
私
の
担

当
業
務
は
研
究
所
長
を
補
佐
す
る
立
場
で
、
業
務
全
般
を

統
括
し
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
さ
て
、

農
業
や
農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、「
農
協
法
改
正
」
以

来
、
農
政
改
革
が
立
て
続
け
に
進
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
の
改
革
が
真
に
農
業
の
成
長
産
業
化
と
地
域
振
興

に
繋
が
る
の
か
を
注
視
し
て
お
り
、
一
連
の
改
革
が
「
相

互
扶
助
と
協
同
の
精
神
と
い
っ
た
、
自
立
し
た
農
業
者
が

助
け
合
う
農
協
組
織
の
原
点
」
と
、「
農
協
の
総
合
事
業
が

組
合
員
の
総
意
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、

農
協
組
織
の
基
本
原
則
」
に
基
づ
い
て
、
ゆ
と
り
あ
る
魅

力
的
な
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
維
持
確
立
や

地
域
の
振
興
に
繋
が
る
事
を
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
様
な
状
況
下
で
、
各
地
域
の
農
協
で
は
生
産
振
興
と
農

業
所
得
向
上
に
努
め
て
き
て
い
ま
す
が
、「
守
る
べ
き
も
の

は
守
り
、
変
え
る
べ
き
も
の
は
変
え
て
」
更
に
一
層
、
こ

の
取
り
組
み
を
継
続
強
化
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
国
連

は
２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
８
年
を
「
世
界
家
族
農
業
の

10
年
」
と
定
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
念
頭
に
置
き
、
地

域
農
研
は
、「
地
域
の
視
点
」
で
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
北
海
道
農
業
や
地
域
の
振
興
に
関
わ
る
研
究
と
提
言

を
お
こ
な
い
、
地
域
農
業
の
振
興
と
豊
か
な
地
域
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
役
割
発
揮
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

変
わ
る「
減
反
政
策
」下
の
水
田
農
業
の
あ
り
方
の
検
討
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（　　　　）

畜産環境
整備機構の
経営の改善や低コスト畜産経営の実現を！
リースの活用で

こんなに低い
リース料！
こんなに低い
リース料！
こんなに低い
リース料！
こんなに低い
リース料！

　リース料は、基本貸付料（消費税を含む）、附加貸付料（手数
料相当）、保険料 の合計額を、リース期間中に年１回または４回
お支払いいただきます。譲渡代金は、最後のリース料のお支払い
から３ヶ月後にお支払いいただきます。
　附加貸付料の料率は、お客様が認定農業者又は再利用者の場合
は、更に0.5％を引き下げ、きわめて低率となっております。

　参考としてショベルローダーをリースした場合、
リース期間中にお支払いするリース料の総額は、
次のとおりになります。
　附加貸付料率が低率のため、本体価格以外の
お客様のご負担分は、29.3万円に抑えられて負
担が軽減されます。

※リース料以外に、保険料として動産総合保険料8.8万円、保証保険料（注1）
　11.6万円のお支払いをいただきます。
（注1）リース料の支払残高の債務に対する保証保険です。保険料率は0.5％（平成26年4月1日現在）です。
（注2）上記保険料の他に固定資産税等を負担していただきます。

本体価格540万円（消費税込）の
ショベルローダーをリースする場合の

リース料総額の試算

リース料総額 �����万円
認定農業者
リース期間　7年間

附加貸付料率　0.5％
リース料支払　年1回〔 〕

●基本貸付料
●附加貸付料
●動産総合保険料

486.0万円
8.9万円
8.8万円

●保証保険料
●譲渡代金

11.6万円
54.0万円

前提条件

内 訳

参考

メリット4
認定農業者や

リースの再利用者は
いっそうお得

メリット3
きわめて低い
附加貸付料率

メリット1

5つのメリット

希望する機械などの
リースが可能

メリット5
リース物件が

ご自分のものに

メリット2
自己資金の
有効活用

お客様の経営規模や周辺環境にあった機械、施設の
種類や規模、メーカーを選定することができます。

畜産環境整備機構リースの

リースに当たって、頭金などの資金を用意
する必要はありません。
　　　　　　　　また、リース料のお支払
　　　　　　　　　いは、年１回払いまた
　　　　　　　　　　は年４回払いが選択
　　　　　　　　　　　できる上に、初年
　　　　　　　　　　　のリース料の負担
　　　　　　　　　　　を軽減するため、
　　　　　　　　　　　年額のおよそ1/3
　　　　　　　　　　　になっています。

附加貸付料率は、㈱日本政策金融
公庫の利率を参考にして決めるた
め、きわめて低い料率の上、譲渡
代金（取得価格の10％）には附加
貸付料率をかけていませんので、
さらにお得になります。

認定農業者や再利用するお客様は、
基準料率からさらに0.5％を引き
下げております。

リース期間が終了したリース物件は、
譲渡代金をお支払い後、お客様のもの
になります。
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●お問い合わせ先

一般財団法人 畜産環境整備機構
TEL.03－3459－6300 FAX.03－3459－6315　e-mail leio@leio.or.jp
ホームページ　http://www.leio.or.jp

■リース事業の仕組み図　直接リース

区　分 対象物件
堆肥舎、堆肥置場、発酵舎、乾燥舎、貯留槽　他

トラック　他
ダンプカー、軽自動車　他

攪拌発酵機、発酵機、攪拌乾燥機、送風機、焼却炉、固液分離機、
ばっ気装置、浄化装置、フロントローダー、トラクター、
ショベルローダー、マニアスプレッダー、バキュームカー、
バーンクリーナー、袋詰機、換気扇、脱臭装置、　他

17年

5年
4年

7年

リース期間

家畜ふん尿
　処理施設等

バンカーサイロ　他

この表に掲載のないリース対象物件をご希望の場合は、畜産環境整備機構までご相談ください。

リース期間は、リース物件の法定耐用年数と同一の期間を標準としていますが、
お客様のご希望により、短縮や延長した期間にすることができます。

17年
ハーベスター、モア、ヘーベーラー、ロールベーラー、
ラッピングマシーン、飼料混合機、自動給餌機　他 7年

飼料の生産、
　給与等施設等

給水装置、管理棚、搾乳装置、搾乳ユニット自動搬送装置、
バルククーラー、牛床マット、噴霧器、汚卵洗浄機　他 7年家畜飼養管理等

　　施設等

リース期間
リース期間（年）

（短縮・延長の場合）
4

（2～5）
5

（3～6）
7

（4～9）
17

（10～20）

■主なリース対象物件

①貸付申請・意見書

②貸付決定

②
貸
付
申
請

②
貸
付
決
定

②
貸
付
決
定

②
検
収
実
施

③
貸
付
契
約

⑤
保
険
契
約　
⑴

⑤
保
険
契
約　
⑵

　

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

④
施
行
・
納
品

③
売
買
契
約
・
発
注

⑧
代
金
請
求
・
設
置
確
認
書
（写）

⑨
代
金
支
払

⑦
設
置
確
認
書

⑥
検
収
報
告

①
貸
付
申
請

借 受 者

受託団体
（再受託団体） 保険会社

機　　構県　　　庁
畜産主務課

販売業者

リースの手続きと流れ
希望するリース物件は、
お客様自身が販売業者と交渉の上、機種等を
決定し、当機構あての見積書を依頼します。

お客様が申請するリース物件を確認（検収）後、

リースが開始されます。

リース期間満了後、譲渡代金のお支払いを
もって、リース物件の

所有権がお客様に移転します。

リースの申請書は、
お客様が所属する団体（下記）に提出します。
〈団体の例〉
●都道府県農業協同組合連合会
●農業協同組合
●都道府県配合飼料価格安定基金協会
●都道府県畜産（協）会
●その他

リース
お申込み先

リース物件
の選定

畜産環境整備機構は、
申請書を審査し、お客様とリース契約を締結の上、販売
業者と売買契約を締結し、リース物件を発注します。

契約の
締結・発注

リースの開始

リース料の
お支払い

リースの
終了・譲渡

申請書は、団体、都道府県を経由して、
畜産環境整備機構に提出されます。

リース期間中は、
リース契約に基づいて、年1回又は年4回の
リース料をお支払いいただきます。
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
会
北
見
支
所
が
企
画
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区

の
Ｊ
Ａ
広
報
誌
を
中
心
に
好
評
連
載
中
の
「
続
・

今
こ
そ
Ｊ
Ａ
」
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
協
同
組
合
の
原
点
で
あ
る
「
ロ
ッ
チ

デ
ー
ル
原
則
」
を
再
確
認
す
る
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
取
り
組
む
自
己
改
革
の
紹
介
を
通
じ
て
、

協
同
組
合
の
歴
史
と
経
過
を
振
り
返
る
全
12
回
の

連
載
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

組
合
員
に
限
ら
ず
、

Ｊ
Ａ
広
報
誌
を
購
読

す
る
地
域
の
皆
さ
ん

に
も
、
私
た
ち
協
同

組
合
の
成
り
立
ち
や

活
動
を
知
っ
て
も
ら

い
、
共
感
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
や
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
、

「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
豊
平
川
マ
ラ
ソ
ン　

春
Ｒ
Ｕ

Ｎ
！
漫
！
」
へ
の
協
賛
を
行
い
、
３
年
目
と
な
り

ま
す
。

　

大
会
で
は
ゼ
ッ
ケ
ン
に
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海

道
」
ロ
ゴ
を
つ
け
た
ラ
ン

ナ
ー
を
応
援
す
る
と
と
も

に
、
特
設
ブ
ー
ス
に
ち
ょ

リ
ス
も
駆
け
付
け
、
春
の

ワ
ク
ワ
ク
も
ら
エ
ー
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
Ｐ
Ｒ
や
、

抽
選
に
よ
る
日
本
ハ
ム
戦

チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
企

画
を
行
っ
て
大
会
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
は
３
月
14
、
15
日
に
、
新

た
な
販
路
開
拓
に
向
け
て
食
品
バ
イ

ヤ
ー
を
対
象
に
し
た
「
第
12
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国

産
農
畜
産
物
商
談
会
」（
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

に
出
展
し
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
こ
め
油
」や「
て
ん
さ
い
糖
」、
乳
製
品

な
ど
を
幅
広
く
紹
介
し
た

ほ
か
、
ボ
ト
ル
形
状
や
デ

ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
ホ
ク
レ
ン
の
顆
粒
片

栗
粉
「
と
ろ
り
ん
ぱ
っ
」

を
使
っ
た
か
ら
揚
げ
や
角

煮
の
試
食
を
提
供
し
、
北

海
道
の
安
全
で
安
心
な
農

畜
産
物
や
加
工
食
品
の
魅

力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
今
年
も
ス
タ

ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通
事
故
の
再
現

に
よ
り
危
険
性
を
疑
似
体
験
さ
せ
る
（
ス
ケ

ア
ー
ド
ス
ト
レ
イ
ト
技
法
）
交
通
安
全
教
室
を
、

道
内
８
つ
の
高
等
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
生
徒
か
ら
は
「
危
険
を
再
認
識
し

た
」「
ル
ー
ル
を
守
り
、

気
を
つ
け
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動

で
交
通
事
故
が
減
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本

会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行

し
て
お
り
ま
す
。
年

３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康

情
報
を
発
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
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18
世
紀
後
半
、
イ
ギ
リ
ス
で
産
業

革
命
が
起
こ
り
、
資
本
家
や
富
裕
層

と
い
う
人
達
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

街
中
に
は
粗
悪
品
が
あ
ふ
れ
、
量
目

の
ご
ま
か
し
が
横
行
し
て
お
り
、

ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
と
い
う
小
さ
な
町
の

織
物
職
人
が
そ
の
生
活
を
守
る
た
め

に
「
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
公
正
先
駆
者
組

合
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
協

同
組
合
と
し
て
自
ら
守
る
べ
き
事
項

を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
が
そ
の
後

「
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
原
則
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
リ
ヨ
ー

ク
と
い
う
人
が
書
き
留
め
た
ロ
ッ
チ

デ
ー
ル
原
則
は
、
次
の
14
の
項
目
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

①
組
合
は
主
と
し
て
、
自
ら
の
出
資

　

金
に
よ
り
開
店
す
る
。

②
可
能
な
限
り
、
純
粋
な
食
料
品
を

　

供
給
す
る
。

③
目
方
や
分
量
を
ご
ま
か
さ
な
い
。

④
市
価
で
販
売
し
、
商
人
と
競
争
し

　

な
い
。

⑤
掛
け
売
り
を
せ
ず
、
労
働
者
の
負

　

債
を
防
止
す
る
。

⑥
剰
余
は
購
買
高
に
応
じ
て
、
組
合

　

員
に
分
配
す
る
。

⑦
組
合
員
を
し
て
利
益
を
組
合
の
銀

　

行
に
貯
蓄
せ
し
め
、
節
倹
を
教
え

　

る
。

⑧
出
資
金
に
対
す
る
利
子
を
５
％
に

　

抑
え
る
。

⑨
職
場
に
お
い
て
得
た
利
益
は
、
賃

　

金
に
比
例
し
て
分
配
す
る
。

⑩
全
余
剰
の
2.5
％
を
教
育
に
充
て
る
。

⑪
役
員
の
任
命
や
議
決
に
対
し
、
１

　

人
１
票
の
民
主
的
評
決
権
を
持
つ
。

⑫
犯
罪
や
競
争
の
な
い
産
業
社
会
を

　

建
設
す
る
た
め
、
協
同
組
合
の
商

　

工
業
を
発
展
さ
せ
る
。

⑬
卸
売
購
買
組
合
を
創
設
し
、
純
良

　

確
実
な
食
料
品
を
供
給
す
る
。

⑭
協
同
運
動
を
自
助
の
精
神
で
行
い
、

　

勤
勉
な
者
に
道
徳
と
能
力
を
保
証

　

す
る
新
し
い
社
会
の
胚
種
の
組
織

　

と
す
る
。

　

こ
の
14
項
目
を
す
べ
て
守
る
こ
と

が
協
同
組
合
と
し
て
必
要
な
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け

て
は
い
け
な
い
も
の
で
す
。
次
回
以

降
は
こ
の
各
項
目
に
つ
い
て
解
説
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。

今
こ
そ
Ｊ
Ａ
第
１
回

ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
原
則
が
全
て
の
原
点



乳牛

乳牛

区　　分 4　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
319,468t

102.2%

66,043t

102.2%

29,287t

103.2%

7,723t

105.0%

5,294t

108.2%

12,276t

99.8%

3,994t

104.5%

319,468t

102.2%

66,043t

102.2%

29,287t

103.2%

7,723t

105.0%

5,294t

108.2%

12,276t

99.8%

3,994t

104.5%

3.97%

3.97%

4.02%

4.04%

4.02%

4.05%

3.96%

3.98%

3.99%

4.03%

4.05%

4.07%

4.09%

4.10%

8.77%

8.79%

8.71%

8.75%

8.71%

8.74%

8.70%

8.73%

8.74%

8.76%

8.71%

8.74%

8.72%

8.74%

8.51円

8.34円

8.51円

8.34円

8.51円

8.34円

8.51円

8.34円

8.51円

8.34円

8.51円

8.34円

8.51円

8.34円

36.47円

36.38円

36.87円

37.01円

36.91円

37.03円

36.34円

36.45円

36.60円

36.92円

37.21円

37.27円

37.52円

37.51円

50.97円

50.92円

50.61円

50.65円

50.61円

50.60円

50.55円

50.52円

50.79円

50.73円

50.57円

50.59円

50.62円

50.59円

3.75円

3.74円

3.80円

3.79円

3.77円

3.76円

3.84円

3.78円

3.87円

3.79円

3.68円

3.75円

3.75円

3.70円

99.69円

99.38円

99.78円

99.80円

99.80円

99.73円

99.24円

99.10円

99.76円

99.78円

99.96円

99.95円

100.40円

100.15円

4月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

ホクレン市場カレンダー
根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

9
番

8
番

7
番

6
番13日  

6
番

7
番

5
番

4
番14日  

1
番

9
番

8
番

7
番20日  

3
番

1
番

9
番

8
番27日  

4
番

3
番

2
番

9
番4日  

4
番

3
番

2
番

1
番11日  

7
番

8
番

6
番

5
番12日  

5
番

4
番

3
番

2
番18日  

6
番

5
番

4
番

3
番25日  

7　

月

6　

月

【全体運】気分のむらが激しくなりやすい
　よう。気まぐれな言動が過ぎるとトラブ
　ルを招いてしまうため、ほどほどにして
【健康運】健康系の話題に注目を。耳寄り
　情報あり
【幸運の食べ物】アナゴ

【全体運】心理的に不安定になり、あれこ
　れ悩んでしまいそう。深刻になりすぎな
　いこと。根拠のないうわさ話にも気を付けて
【健康運】上手な気分転換が回復の鍵にな
　ります。
【幸運の食べ物】ズッキーニ

【全体運】レジャー運が活性化。気の合う
　仲間たちとにぎやかに過ごせば、より刺
　激的なひとときに。創作活動にも幸運あり
【健康運】体調不良時は無理せず、しっか
　り休んで
【幸運の食べ物】シシトウ

【全体運】余計なひと言でもめ事を呼び込み
　がち。すぐに思ったことを口にするのは避
　けて。運気アップには掃除が有効
【健康運】生活リズムを整えれば、体にも好
　影響が
【幸運の食べ物】大葉

【全体運】対人運が華やぐ時期です。飲み会
　や旅行など、レジャーに誘われたら気軽に
　参加すると楽しく、うれしい結果に
【健康運】ちょっとしたけがが心配。慌てず
　行動を
【幸運の食べ物】トマト

【全体運】できる人と比べて落ち込みやす
　い暗示。「人は人、自分は自分」と捉え
　るのがベスト。気晴らしには散歩が吉
【健康運】食べ過ぎる傾向があるかも。節
　制が必要
【幸運の食べ物】スルメイカ

【全体運】何事もプラス思考をすることで、
　思わぬひらめきや発見があるはず。思い切
　って新しい世界に飛び込むのも◎
【健康運】良好。特に問題なく、快適に過ご
　せそう
【幸運の食べ物】サザエ

【全体運】いつまでもささいなことを引き
　ずりやすい期間。暗い顔でさらなる運気
　ダウンを招かないように。鏡を磨くと開運に
【健康運】疲労をためずに、十分な休憩を
　心掛けて
【幸運の食べ物】サクランボ

【全体運】知識欲が旺盛になっている月なの
　で、引かれることがあったら、情報収集を。
　耳寄りな話題がゲットできるかも
【健康運】おおむね安定。運動で軽く汗を流
　しましょう
【幸運の食べ物】エダマメ

【全体運】プライベートの充実に意識を向
　けるとグッド。やるべき作業を早めに片
　付けて、好きなことや趣味に打ち込んで
【健康運】小まめなストレス解消を。笑顔
　に効果大
【幸運の食べ物】スズキ

【全体運】行動意欲が増して、さまざまな
　分野に挑戦したくなりそう。試せるもの
　から、前向きに取り組んでみるのが正解
【健康運】体を動かせば、ますます元気に
　なれます
【幸運の食べ物】オクラ

【全体運】サービス精神を発揮すれば、自然
　と人気運がアップする予感。縁の下の力持
　ち的な役割でも快く引き受けてみて
【健康運】運動不足にご用心。身軽さをモッ
　トーに
【幸運の食べ物】アンズ
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双子座
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6
月
に
入
り
、
急
に
真
夏
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
気
温
に
な
っ
て
も

朝
の
冷
え
込
み
は
ま
だ
厳
し
か
っ

た
り
と
、
寒
暖
差
の
激
し
い
日
が

続
き
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様

は
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
時
期
は
牧
草
収
穫
を
控
え
、

作
業
機
の
点
検
な
ど
の
準
備
を
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

収
穫
作
業
の
際
に
は
前
日
に
十
分

な
睡
眠
を
と
る
な
ど
、
疲
労
や
体

調
不
良
に
よ
る
「
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
ゆ
る
み
」
が
不
幸
な
事
故
を

招
か
な
い
よ
う
、
十
分
留
意
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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